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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「2018年（平成30年）の経営見通し」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業

取りまとめ方法

お問い合わせ先
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
平成 29年 12月 1日（金）～ 12月 7日（木）
平成29年7月～ 9月期と比較した平成29年10月～ 12月期の実績見込み
平成29年10月～ 12月期と比較した平成 30年 1月～ 3月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43先
DI（ディフュージョン・インデックス）方法
「増加」（増加＋やや増加）と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）
と回答した企業割合を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多
いかによって、景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－5880（代表）

この調査について

もくじ  

17年7～9月の実質GDP改定値は
前期比0.6％増（年率2.5％増）
　7～9月のGDP２次速報値は、物価変動
の影響を除いた実質で前期比0.6％増、年
率に換算して2.5％増と1次速報の年率
1.4％増から上方修正された。個人消費は
前期比0.5％減と1次速報から変わらな
かったが、法人企業統計の結果を受けて、
設備投資が0.2％増から1.1％増に上方修
正された。在庫投資の前期比寄与度も0.2
ポイントから0.4ポイントへ改定された。

日本経済は内需と外需の
バランスの取れた形で景気回復が続く
　7～9月の個人消費は振るわなかったが、4
～6月の大幅増（前期比0.9％増）の反動や
天候に恵まれなかったことが影響したため
で、均してみれば緩やかな回復基調が続いて
いると評価できよう。足元では株高に伴って
家計のマインドが上向いており、個人消費は
底堅く推移している。雇用環境が良好な状態
を維持していることもあって、個人消費は当
面も回復基調を維持しよう。世界経済が堅調
な動きを維持するなど企業を取り巻く環境も
良好な状態にある。この先の日本経済は、

内需と外需のバランスの取れた形で景気
回復が続くと予想される。

実質成長率は17年度1.8％、
18年度1.3％と予測
　今回は2次速報値と同時に16年度確報
値が発表された。過去実績の遡及改訂と7
～9月実績の上方修正を踏まえて、17年
度の実質GDPを前回予測の前期比1.6％
増から1.8％増に上方修正したが、景気は
緩やかなペースで回復を続けるとの見方
に変化はない。18年度についても、潜在
成長率（ゼロ％台後半）をやや上回る
ペースで推移するとのシナリオを維持し
ており、実質成長率は1.3％と前回までの
予測を据え置いた。

(注)本稿は2017年12月8日時点のデータに基づき記述されている。

信金中央金庫　地域・中小企業研究所　　
角田　匠（つのだ　たくみ）

《略歴》
東京都出身、明治大学工学部卒業。1989年、山一證券入社、山一證券経済研究所・企業調査部配属。
日本経済研究センター出向、山一證券経済研究所・経済調査部（米国担当エコモミスト）復帰。
山一證券経済研究所を退職。1998 年全国信用金庫連合会（現在の信金中央金庫）へ入社。

テーマ：実質成長率は 2017 年度1.8％、
　　 2018 年度 1.3％と予想

－日本経済は18年も上向きの動きを維持する見通し－
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　全業種の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は 5となり、
前期（7～9月期）と比較して11ポイントの改善となった。「売
上」で17ポイント、「収益」で10ポイント、「資金繰り」で2
ポイントの改善となる。「販売・請負・料金価格」で5ポイント、
「原材料・仕入価格」で7ポイントの上昇、「設備」で3ポイン
トの減少となった。

　来期（1～ 3 月期）は、「業況」で 6 ポイント、「売上」で 16
ポイント、「収益」で10ポイント、「資金繰り」で3ポイントの
悪化、「販売・請負・料金価格」で3ポイント、「原材料・仕入価格」
で６ポイントの下降、「設備」で横ばいを予想している。
　全体的には、前期（7～9月期）と比較して景況感は改善傾
向といえるが、来期は若干ながらも下降傾向を予想している。
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　鋳造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは3となり、
前期（7～9月期）と比較して18ポイントの改善となった。
「売上」で 17ポイント、「収益」で 4ポイント、「資金繰り」
で 1 ポイントの改善となる。「販売・請負・料金価格」で
14ポイント、「原材料・仕入価格」で 17ポイントの上昇、
「設備」で横ばいとなった。

　来期（1～3月期）は、「収益」で7ポイントの改善、「業況」
で 3ポイント、「売上」で 17ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で 4 ポイント、「原材料・仕入価格」で 11 ポ
イントの下降、「資金繰り」、「設備」で横ばいを予想して
いる。
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鋳造業
CHUZOU-GYOU

鋳
造
業

鋳
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　機械製造業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は
30 となり、前期（7～ 9 月期）と比較して 14 ポイント
の良化となった。「売上」、「収益」で 16 ポイント、「資金
繰り」で 3 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で
3ポイント、「原材料・仕入価格」で 7ポイントの上昇、「設
備」で 3ポイントの減少となった。

　来期（1～ 3月期）は、「業況」で 16ポイント、「売上」
で 24 ポイント、「収益」で 18 ポイント、「資金繰り」で
3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 3ポイント、
「原材料・仕入価格」で 7 ポイントの下降、「設備」で 3
ポイント改善すると予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　卸売業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は 22 と
なり、前期（7～ 9 月期）と比較して 22 ポイントの改善
となった。「売上」で 22ポイント、「収益」で 23ポイント、
「資金繰り」で 11 ポイントの改善となる。「販売・請負・
料金価格」で 4 ポイント、「原材料・仕入価格」で 15 ポ
イントの上昇、「設備」で横ばいとなった。

　来期（1～ 3 月期）は、「業況」で 7 ポイント、「売上」
で 22 ポイント、「収益」で 15 ポイント、「資金繰り」で
3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 4ポイント、
「原材料・仕入価格」で 8 ポイントの下降、「設備」で 3
ポイント改善すると予想している。
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格

当 期
30

（＋15）

来期予想
22

（▲8）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

88.9

88.9 3.77.4

85.2 3.7
資
金
繰
り

当 期
7

（＋11）

来期予想
4

（▲3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

92.6 7.4

96.3 3.7

92.6 7.4

3.7 7.4

11.1

設
備

当 期
▲7
（0）

来期予想
▲4
（＋3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
22

（＋22）

来期予想
15

（▲7）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

18.5 63.0 18.5

29.6 55.6 14.8

37.0 48.2 14.8

売
上

当 期
26

（＋22）

来期予想
4

（▲22）

業況判断指数
前期

29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

14.8 74.1 11.1

14.8 74.1 11.1

25.9 74.1

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は▲30
となり、前期（7～ 9 月期）と比較して 7 ポイントの悪
化となった。「資金繰り」で 10 ポイントの改善、「収益」
で 2 ポイントの悪化、「売上」で横ばいとなる。「原材料・
仕入価格」で 7ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」
で3ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減少となった。

　来期（1～ 3月期）は、「売上」で 5ポイントの改善、「業
況」、「収益」、「設備」で横ばい、「資金繰り」で 3 ポイン
トの悪化、「販売・請負・料金価格」で 6ポイントの上昇、「原
材料・仕入価格」で 2ポイントの下降を予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

小
売
業

小
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲30
（▲7）

来期予想
▲30
（0）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

29/1225/12 26/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6

「業況 DI」推移

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

20.07.5 72.5

7.5 70.0 22.5

5.0 75.0 20.0収
益

当 期
▲15
（▲2）

来期予想
▲15
（0）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

7.5 7.585.0

7.5 87.5 5.0

2.5 92.5 5.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲3
（▲3）

来期予想
3

（＋6）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

7.5 5.087.5

10.0 2.587.5

10.0 90.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
10

（＋7）

来期予想
8

（▲2）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

80.0 20.0

82.02.6 15.4

84.6 12.82.6
資
金
繰
り

当 期
▲10
（＋10）

来期予想
▲13
（▲3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

92.3

90.0 7.5

90.0 7.5

2.6 5.1

2.5

2.5設
備

当 期
▲5
（▲2）

来期予想
▲5
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲30
（▲7）

来期予想
▲30
（0）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

10.0 57.5 32.5

5.0 60.0 35.0

5.0 60.0 35.0

売
上

当 期
▲18
（0）

来期予想
▲13
（＋5）

業況判断指数
前期

29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

7.5 25.067.5

7.5 72.5 20.0

5.0 72.5 22.5

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は 18 と
なり、前期（7～ 9 月期）と比較して 22 ポイントの改善
となった。「売上」で 25 ポイント、「収益」で 11 ポイン
トの改善となる。「販売・請負・料金価格」で 11ポイント、
「原材料・仕入価格」で7ポイントの上昇、「資金繰り」で
2ポイントの悪化、「設備」で 11ポイントの減少となった。

　来期（1～ 3月期）は、「業況」で 11ポイント、「売上」
で 31 ポイント、「収益」で 17 ポイント、「資金繰り」で
15 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 20 ポイ
ント、「原材料・仕入価格」で 16ポイントの下降、「設備」
で 2ポイント改善すると予想している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
18

（＋22）

来期予想
7

（▲11）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

29/1225/12 26/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

22.2 20.057.8

8.9 77.8 13.3

22.2 68.9 8.9収
益

当 期
13

（＋11）

来期予想
▲4

（▲17）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

6.7 8.984.4

2.2 84.5 13.3

15.6 77.7 6.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
9

（＋11）

来期予想
▲11
（▲20）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

13.3 2.284.5

6.7 88.9 4.4

20.0 77.8 2.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
18

（＋7）

来期予想
2

（▲16）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

77.8 8.913.3

73.3 20.0

80.0 8.9
資
金
繰
り

当 期
2

（▲2）

来期予想
▲13
（▲15）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

93.4 2.2

88.9 8.9

86.7 11.1

6.7

11.1

4.4

2.2

2.2設
備

当 期
▲9

（▲11）

来期予想
▲7
（＋2）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
18

（＋22）

来期予想
7

（▲11）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

20.0 55.6 24.4

15.9 75.0 9.1

24.4 68.9 6.7

売
上

当 期
29

（＋25）

来期予想
▲2

（▲31）

業況判断指数
前期

29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

22.2 17.860.0

15.6 66.6 17.8

33.3 62.3 4.4

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期（10～ 12 月期）の業況判断 DI は▲7
となり、前期（7～ 9月期）と同じDI となった。「資金繰り」
で 3 ポイントの改善、「売上」で 3 ポイント、「収益」で
6ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 7ポイント、
「原材料・仕入価格」で 3ポイントの上昇となる。
　来期（1～ 3月期）は、「業況」で 14ポイント、「売上」

で 10ポイント、「収益」で 6ポイントの改善、「販売・請負・
料金価格」で 3ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」、「資
金繰り」で横ばいを予想している。

14 15

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
▲7
（0）

来期予想
7

（＋14）
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29/1225/12 26/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

広告が入ります

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

20.0 16.763.3

13.3 76.7 10.0

13.3 70.0 16.7収
益

当 期
▲3
（▲6）

来期予想
3

（＋6）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

10.090.0

93.4 3.33.3

96.7 3.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲3
（＋7）

来期予想
0

（＋3）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

10.0 90.0

13.3 86.7

13.3 86.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
13

（＋3）

来期予想
13
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

80.0 10.0

90.0 3.3

90.0 3.3
資
金
繰
り

当 期
3

（＋3）

来期予想
3
（0）

業況判断指数
10.0

6.7

6.7

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲7
（0）

来期予想
7

（＋14）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

16.7 60.0 23.3

16.7 73.3 10.0

10.0 73.3 16.7

売
上

当 期
▲3
（▲3）

来期予想
7

（＋10）

業況判断指数
前期

29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

20.0 20.060.0

13.3 80.0 6.7

13.3 70.0 16.7

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

「業況 DI」推移



AOKI SHINKIN BANK

サービス業
　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断 DI は▲9
となり、前期（7～ 9 月期）と比較して 7 ポイントの改
善となった。「売上」で21ポイント、「収益」で16ポイント、
「設備」で 2ポイントの改善となる。「販売・請負・料金価格」
で7ポイント、「原材料・仕入価格」で5ポイントの上昇、「資
金繰り」で 7ポイントの悪化となった。

　来期（1～ 3月期）は、「資金繰り」で 4ポイントの改善、
「業況」で 10 ポイント、「売上」で 12 ポイント、「収益」
で 7 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 5 ポイ
ントの上昇、「原材料・仕入価格」で横ばい、「設備」で 2
ポイント減少すると予想している。
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SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲9
（＋7）

来期予想
▲19
（▲10）
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増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

2.3 23.374.4

7.0 74.4 18.6

14.0 67.4 18.6収
益

当 期
▲5

（＋16）

来期予想
▲12
（▲7）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

88.4 9.32.3

7.0 90.7 2.3

86.0 7.07.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（＋7）

来期予想
5

（＋5）

業況判断指数

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

9.5 2.488.1

11.9 88.1

14.3 83.3 2.4

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
12

（＋5）

来期予想
12
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

88.3 7.0

81.4 11.6

76.7 16.3
資
金
繰
り

当 期
▲9
（▲7）

来期予想
▲5
（＋4）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

93.0 7.0

93.0 7.0

90.7 7.02.3

4.7

7.0

7.0

設
備

当 期
▲5
（＋2）

来期予想
▲7
（▲2）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲9
（＋7）

来期予想
▲19
（▲10）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

2.3 79.1 18.6

2.3 76.8 20.9

7.0 76.7 16.3

売
上

当 期
▲2

（＋21）

来期予想
▲14
（▲12）

業況判断指数
前期

29 年 7～9月

当期
29 年 10～12 月

来期
30 年 1～3月

2.3 25.672.1

7.0 72.1 20.9

16.3 65.1 18.6

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥
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問1.貴社では、2018年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から１つ選んでお答えください。

問4.貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えください。

問2.貴社では、2018年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えください。

2.7％

①非常に良い

②良い

③やや良い

④普通　

⑤やや悪い

⑥悪い

⑦非常に悪い

0.3％

15.3％

56.1％

20.3％

5.0％

0.3％

2.0％

①非常に良い

②良い

③やや良い

④普通　

⑤やや悪い

⑥悪い

⑦非常に悪い

問5.世間一般では、「景気回復を実感できない」という意見が広くみられるようですが、貴社では、どのような状況になれば、
世の中が景気回復をより実感できるようになると思いますか。次の中から最大 3つまで選んでお答えください。

41.0％

①企業収益の改善

②賃金の上昇　

③雇用機会の増加　

④株価・地価の上昇

⑤物価の安定　

⑥社会保障の充実　　　　　

⑦後向きな話題・報道の減少

⑧海外に関するリスクの低減

⑨その他

⓪

60.3％

19.3％

11.0％

20.3％

12.3％

15.3％

3.3％

0.0％

7.7％

7.7％

①すでに上向いている　　　

②6か月以内　

③1年後　　　　　　　　　　　

④2年後　　　　　　　　　　　

⑤3年後　　　　　　　　　　　

⑥3年超　　　　　　　　　　　

⑦業況改善の見通しは立たない

15.3％

12.7％

5.3％

7.0％

8.3％

43.7％

特別調査

2018 年（平成 30 年）の経営見通し

0.3％

15.0％

50.2％

24.6％

7.6％

0.3％

①30％以上の増加

②20％～ 29％の増加

③10％～ 19％の増加

④10％未満の増加

⑤変わらない

⑥10％未満の減少

⑦10％～ 19％の減少

⑧20％～ 29％の減少

⑨30％以上の減少

0.3％

1.0％

7.3％

19.3％

57.1％

11.0％

3.0％

0.0％

1.0％

問 3. 2018 年において貴社の売上額の伸び率は、2017 年に比べておおよそどのくらいになると見通していますか。
次の中から 1つ選んでお答えください。

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%） （%）

29 年 6月
29年 9月
29年 12月

経営上の問題点集計結果（全業種）
売上の停滞・減少
同業者間の競争激化

人手不足
利幅の縮小

大手との競争激化
値下げ要請
原材料高

販売商品の不足
合理化不足

工場店舗の狭小老朽化
輸入品との競争激化

当面の重点経営施策（全業種）

経営上の問題点と当面の重点経営施策

0 10 20 30 40 50

29 年 6月
29年 9月
29年 12月

0 10 20 30 40 50

どのような状況になっても
景気回復を実感できない
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　　　　トピックス
「あおしんビジネスクラブ　第24回経済講演会」開催
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　平成 29 年 11 月 7 日（火）に川口駅前市民
ホール「フレンディア」において、あおしんビジネ
スクラブ主催の経済講演会が開催されました。
　講演は、講師の㈲ファッションレスキュー代
表取締役社長 政近準子氏により『一流の人の

「適正取引推進講習会」開催

　平成 29 年 11 月 14 日（火）川口駅前市民
ホール「フレンディア」において、講師に弁護士
の加藤恒也氏を迎え標記講習会を開催しました。
　内容は、「下請代金支払遅延等防止法の基礎」
と「今から実施したい消費税転嫁対策の増税前
の準備ポイント」を中心に講義していただきま
した。受講者からは「分かりやすかった」「大変
役に立った」との声が聞かれました。

「勝てる服」～「装力」を身につけるには～』と題
して、ファッションを、「取引先など他人に対す
る主張」を表す戦略性の高いツールとして、主
にビジネスにおいて成功を勝ち取るための効果
的な着こなし術をアドバイスする内容でした。

　経営者の方や、ビ
ジネスマンだけで
なく女性の方にも
役立つ内容だった
こともあり、質疑応
答では、女性のお客
様から多くの質問
が出ていました。

「第３期あおしん次世代経営塾」開催

　次世代を担う若手経営者・後継者・経営幹部
の皆様をご支援することを目的に、平成 29 年
5 月から 10 月にかけて 5 回に亘り標記経営
塾を開催しました。
　内容は、経営の基本を体系的に学ぶ、実習・

ケーススタディを交えた実践的なものであり、
受講生から「現在直面している問題を改善する
手助けとなった」、「自分が気付かなかった事を
ディスカッションすることで、気付かせてもら
えて良かった」といった声が多く聞かれました。

　また、平成 30 年
3 月には第１期から
第３期の受講生の
交流を目的に人事・
労務に関するセミ
ナーと交流会を開
催する予定です。
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）


